
 
                                                                        

（令和５年７月 20日発表） 

                   

若年層の自殺対策の一環として教職員等へ 
ゲートキーパー養成研修を実施します！ 

別紙資料  有 ・ 無                    イベントカレンダーへの掲載 有・無 

 

 ぜひ取材をお願いします！ 

◆アピールポイント 

近年、わが国では小中高生の自殺者数が増加しており、令和４年の 

全国における小中高生の自殺者数は、514人と過去最多となりまし

た。 

そのため、国は、こども家庭庁内に「自殺対策室」を設置するとと

もに、「こどもの自殺対策緊急強化プラン」をとりまとめ、その中で

こどものＳＯＳをどのように受け止めるのかについて、教員等が学

ぶ機会を設定するよう地方自治体に求めています。 

 本市における若年層（29歳以下）の自殺者数は、令和３年は一旦 

13名と減少したものの、令和４年は 15名と再び増加しており、 

二桁台が続いている状況です。 

 そのため、今回市立小中学校の教頭・スクールカウンセラー向けに 

ゲートキーパー養成研修を実施し、小中学校において、児童・生徒の 

ＳＯＳを早期に発見し、受け止める体制づくりを推進します。 

◆日時・期間 令和５年７月 24日（月） 14：35～15：30 

◆内容など 

ゲートキーパー養成研修 

内容：悩みを抱える児童・生徒からの「SOSのメッセージ」を先生 

   などがいち早くキャッチし、適切に支援できるよう、「気づく、 

声を掛ける、話に耳を傾ける、つなぐ、見守る」という役割を 

果たす「ゲートキーパー」についての研修を実施します。 

（静岡市教育委員会主催の令和５年度第２回スクールカウン 

セリング事業連絡協議会の中で実施します。） 

対象：静岡市立小・中学校の教頭、スクールカウンセラー 

主催：静岡市  ※当研修会は静岡市の委託事業として実施 

協力：静岡市教育委員会 

講師：一般社団法人 日本産業カウンセラー協会 

   執行理事 清水 達也（しみず たつや）氏 

会場：静岡市教育センター２階中研修室（静岡市葵区与一六丁目 

17－10 北部複合施設） 

【問合せ】 

精神保健福祉課（静岡市保健所２階） 

 担当 板倉、萱野 

電話 ０５４－２４９－３１７９ 

報道資料 


